
今度こそ！

　ホワイトカラーの場合，よほど意識が高く管理が徹
底している職場でない限り，今も残業は普通の光景で
あろう。「仕事量に対して人員が限られているので仕
方がない」という言い訳に誰も反論できないまま放置
されている会社も多い。しかし，「残業削減」の機運
は年々加速している。 1つはコンプライアンス課題か
らの必然だ。労働時間法制の遵守・残業代算定根拠な
どを巡って労使とも敏感になってきている。その延長
で健康課題からも残業削減の緊急度が増している。今
や「過労」は「残業時間」によって証明される。さらに，
育児・介護を含めたワーク・ライフ・バランス課題か
らも残業体質改善への圧力は強い。各種「働きやすい

会社」のチェック基準に照らしても，長時間労働が慢
性化しているような職場は論外扱いで排除される。
　では，どうやって改善していくのか。過去には幾度
となく「残業削減運動」が繰り返されてきたはずだ。
スローガンだけでは形骸化するし，“強制消灯などと
いった手段は根本的な解決策ではない”との異論もあ
る。そこで，残業の発生要因にまでさかのぼってあぶ
り出し，解決の道筋を示そうというのが本稿の狙いだ。
残業の削減は生産性の向上に寄与し，社員・企業の双
方にメリットをもたらす。今度こそ，本気で取り組む
ためのヒントを得たい。
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